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成
田
市
仲
町
に
生
ま
れ

る
。
幼
名
は
荘
之
助
。「
辻

堂
塾
」
で
読
書
と
習
字
を
主

に
学
ぶ
。
10
歳
を
過
ぎ
た
こ

ろ
に
は
、「
唐
詩
選
」「
百
人

一
首
」
を
会
得
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
16
歳
の
と
き
上

京
し
、
国
学
を
伊
能
頴
則

ひ
で
の
り

に
、
漢
学
を
寺
門
静
軒

て
ら
か
ど
せ
い
け
ん

に
、
和
漢
学
お

よ
び
音
韻
学
を
岡
本
保
孝
に
学
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
、
木
村
家
の
養

子
に
な
り
改
姓
。
明
治
２
年
に
史
料
編
集
、
大
学
大
助
教
と
な

り
、
以
後
、
文
部
省
や
司
法
省
な
ど
の
諸
官
、
文
科
大
学
教
授
な

ど
歴
任
。
明
治
23
年
、
東
京
学
士
会
院
会
員
に
選
ば
れ
た
。
代
表

作
に
、『
万
葉
集
美
夫
君
志

み

ふ

ぐ

し

』『
万
葉
集
書
目
』
な
ど
。
明
治
34

年
、
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。

生
涯
を
万
葉
集
の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。

国
文
学
者

万
葉
集
研
究
の
第
一
人
者

成
田
市
南
羽
鳥
に
生
ま
れ
る
。
家
業
は
農
業
で
姓
を
穂
積
と
い

い
名
を
一
平
と
い
っ
た
。
18
歳
の
と
き
に
神
山
魚
貫

な
つ
ら

か
ら
和
歌
と

国
学
を
学
び
、
師
と
仰
い
だ
が
あ
と
は
全
て
独
学
で
あ
っ
た
。
20

歳
の
こ
ろ
郷
里
を
出
て
遊
学
の
旅
に
出
、
寺
子
屋
な
ど
の
師
匠
を

し
な
が
ら
国
学
の
普
及
に
努
め
た
。

雅
之
の
学
問
は
農
民
生
活
の
体
験
に
根
差
し
た
自
覚
と
反
省
の

結
果
か
ら
生
ま
れ
た
。
哲
学
・
政
治
経
済
・
和
歌
な
ど
多
数
に
及

ぶ
が
、『
民
生
要
論
』『
捕
盗
安
民
策
』『
治
安
策
』
な
ど
が
代
表

的
な
も
の
で
、
農
村
の
疲
弊
や
困
窮
を
あ
げ
、
具
体
策
を
説
明

し
、
均
田
法
の
実
施
、
土
地
移
動
の
防
止
、
貨
幣
価
値
の
安
定
な

ど
の
政
策
を
あ
げ
て
い
る
。
成
田
山
仏
教
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
79
点
の
著
書
は
、
成
田
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

幕
末
の
農
村
を
国
学
の
精
神
で

更
正
を
図
っ
た
学
者

愛
媛
県
西
条
市
に
生
ま
れ

る
。
本
名
は
市
次
郎
。
国
保

寺
住
職
の
養
子
と
な
り
、
寺

で
修
行
を
積
み
「
慈
海
」
と

改
名
す
る
。
し
か
し
、
勉
強

好
き
と
向
上
心
か
ら
東
京
に

出
て
、
東
京
帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
に
学
ぶ
。
明
治
41
年
東

京
市
の
事
務
員
と
な
る
。
大
正
２
年
日
比
谷
図
書
館
に
勤
務
し
、

翌
年
館
長
と
な
る
。
同
10
年
に
文
部
省
図
書
館
講
習
所
の
講
師
と

な
り
、
昭
和
15
年
ま
で
20
年
間
務
め
る
。
こ
の
間
世
界
各
国
の
文

献
を
調
査
研
究
し
、
大
正
15
年
に
は
『
図
書
館
経
営
の
理
論
及
び

実
際
』
を
出
版
し
て
い
る
。

昭
和
９
年
、
成
田
山
の
荒
木
照
定
住
職
か
ら
要
請
さ
れ
、
成
田

中
学
校
校
長
に
就
任
。
同
15
年
成
田
山
教
務
顧
問
に
、
同
23
年
に

は
成
田
山
教
育
文
化
財
団
理
事
長
と
成
田
図
書
館
（
現
成
田
山
仏

教
図
書
館
）
館
長
に
就
任
し
た
。
代
表
的
な
著
作
に
『
表
解
詳
説

梵
文
典

ぼ
ん
ぶ
ん
て
ん

』
が
あ
る
。

今
沢
慈
海
（
い
ま
ざ
わ
　
じ
か
い
）

明
治
15
年
〜
昭
和
43
年
（
１
８
８
２
〜
１
９
６
８
）

図
書
館
界
の
先
駆
者

成
田
図
書
館
長
を
務
め
る

木
村
正
辞
（
き
む
ら
　
ま
さ
こ
と
）

文
政
10
年
〜
大
正
２
年
（
１
８
２
７
〜
１
９
１
３
）

鈴
木
雅
之
（
す
ず
き
　
ま
さ
ゆ
き
）

天
保
８
年
〜
明
治
４
年
（
１
８
３
７
〜
１
８
７
１
）

成
田
小
学
校
校
庭
に
立
つ

生
誕
記
念
碑

万
葉
集
研
究
に
か
か
わ

る
自
筆
原
稿

指定文化財の雅之著作集（一部）

35歳の若さで亡くなった雅之の墓

「龍」と書かれた書

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人
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広
島
市
に
生

ま
れ
る
。
東
京

帝
国
大
学
英
文

科
卒
。
在
学
中

に
書
い
た
「
千

鳥
」
を
夏
目
漱

石
が
推
奨
、『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
に
発
表
し
好
評
を
得
た
。
漱
石
の
門
に
入
り
、
明
治

40
年
、
処
女
作
『
千
代
紙
』
を
刊
行
し
、
新
進
作
家
と
し
て
の
地

位
を
固
め
た
。
明
治
41
年
10
月
か
ら
44
年
４
月
ま
で
、
成
田
中
学

校
（
現
成
田
高
校
）
の
教
頭
兼
英
語
教
師
と
し
て
奉
職
。
同
43

年
、
国
民
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
小
鳥
の
巣
」
は
、
当
時
の
校
長

の
理
解
あ
る
計
ら
い
で
、
約

５
カ
月
間
休
職
と
い
う
形
で

執
筆
さ
れ
た
。
成
田
時
代
に

書
か
れ
た
作
品
に
は
、『
小
猫
』

『
民
子
』『
黒
血

く
ろ
ち

』『
エ
ピ
ソ
ー

ド
』
な
ど
が
あ
る
。
大
正
に

入
る
と
、
童
話
作
家
に
転
じ
、

大
正
７
年
、
童
話
童
謡
雑
誌

『
赤
い
鳥
』
を
創
刊
し
、
児
童

文
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

童
話
作
家

童
話
童
謡
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
を
創
刊

東
京
都
台
東
区
に
生
ま

れ
る
。
本
名
は
盈
太
郎

み
ち
た
ろ
う

。

福
岡
県
立
豊
津
中
学
校
を

卒
業
後
、
上
京
し
、
与
謝

野
鉄
幹
の
新
詩
社
に
入
り
、

「
明
星
」
の
同
人
と
な
る
。

こ
の
こ
ろ
、
生
涯
無
二
の

親
友
・
高
村
光
太
郎
ら
を
知
り
、
詩
歌
に
励
む
。
明
治
38
年
、
東

京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
。

大
正
13
年
２
月
、
成
田
市
駒
井
野
に
藁わ

ら

の
穴
と
呼
ば
れ
る
開
墾

小
屋
を
作
り
移
り
住
み
、
農
耕
の
か
た
わ
ら
数
々
の
作
品
を
発

表
。
土
地
の
文
学
好
き
な
青
年
た
ち
と
七
葉
会
を
結
成
。
ま
た
、

下
総
郷
土
談
話
会
を
主
宰
し
、
民
俗
学
的
な
研
究
に
あ
た
る
。
昭

和
６
年
、
成
田
山
新
更
会
の
機
関
紙

「
新
更
」
の
詩
の
選
者
に
な
り
、
自
ら

も
小
説
や
詩
を
同
紙
に
発
表
。
さ
ら

に
、
印
旛
国
語
同
好
会
と
の
交
流
を

も
つ
な
ど
郷
土
の
文
化
の
向
上
に
寄

与
し
た
。

詩
人
・
随
筆
家
・
小
説
家

郷
土
の
文
化
向
上
に
寄
与

成
田
市
八
代
に
生
ま
れ
る
。
本

名
は
卓た

く

。
成
田
中
学
（
現
成

田
高
校
）
在
学
中
は
、
文
集

作
り
に
励
む
な
ど
文
学
的
な

一
面
を
も
つ
青
年
で
あ
っ

た
。
職
人
を
雇
い
、
吾
妻
神
社

（
現
吾
妻
３
丁
目
）
の
そ
ば
に
登
り

窯
を
築
き
、
父
と
と
も
に
吾
妻
製
陶
を
起
こ
し
た
。
大
正
12
年
の

関
東
大
震
災
で
窯
が
壊
れ
、
一
家
は
千
葉
の
椿
森
に
転
居
し
、
新

た
に
東
陶
窯
を
開
く
。

昭
和
３
年
、
旧
家
国
松
家
（
国
松
薬
局
）
の
長
女
と
結
婚
。
同

家
の
支
援
に
よ
り
、
刀
泉
陶

芸
は
識
者
の
間
に
次
第
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
同
24
年
、
千
葉
県
美
術

会
の
創
設
に
参
加
。
昭
和
24

年
か
ら
54
年
ま
で
、
長
年
に

わ
た
り
出
品
を
続
け
、
陶
芸

家
と
し
て
名
を
成
す
。
同
33

年
か
ら
日
展
会
員
に
、
同
49

年
か
ら
日
展
参
与
を
務
め
て

い
る
。

土
肥
刀
泉
（
ど
い
　
と
う
せ
ん
）

明
治
32
年
〜
昭
和
54
年
（
１
８
９
９
〜
１
９
７
９
）

陶
芸
家

日
展
会
員
　
参
与
を
務
め
る

鈴
木
三
重
吉
（
す
ず
き
　
み
え
き
ち
）

明
治
15
年
〜
昭
和
11
年
（
１
８
８
２
〜
１
９
３
６
）

水
野
葉
舟
（
み
ず
の
　
よ
う
し
ゅ
う
）

明
治
16
年
〜
昭
和
22
年
（
１
８
８
３
〜
１
９
４
７
）

児童文学史上に残る童謡雑誌『赤い鳥』

駒井野の開墾地に住んだ葉舟（昭和2
年）

葉
舟
書
の
和
歌

吾妻神社のそばの窯で焼かれた吾妻焼

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人

学
術
・
文
化
で
活
躍
し
た
人


